
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハヤシライス 

ハムカツ 

フレンチサラダ 

牛乳 

 

《給食の歴史》 

明治
め い じ

２２年
ねん

、山形県
やまがたけん

の小学校
しょうがっこう

で、家
いえ

がまずしくてお弁当
べんとう

をもってくることが、できない 

子
こ

どもたちにおひるごはんをだしたのが学校
がっこう

給 食
きゅうしょく

のはじまりです。 

昭和
しょうわ

に入り、戦争
せんそう

がはじまると、食料が不足し、学校給食は中断されました。 

戦争がおわると、アメリカからの援助
えんじょ

をうけて、再び給 食
きゅうしょく

がはじまりました。 

その後
ご

、給 食
きゅうしょく

は全国
ぜんこく

に広
ひろ

がり、今ではいろいろなメニューの給 食
きゅうしょく

が登場
とうじょう

しています。 

 

牛 乳
ぎゅうにゅう

でなく、「脱脂
だ っ し

粉乳
ふんにゅう

」を溶
と

いたミルク 

を飲
の

んでいました。大
おお

きな食
しょっ

缶
かん

や、やかんに      

入
はい

って教室
きょうしつ

に運
はこ

ばれ、一杯
いっぱい

ずつよそって 

  いました。 

 

食器
しょっき

は、今
いま

のようにきれいな色
いろ

や絵
え

が、 

ついたものでなく、アルマイト製
せい

でした。

そして、スプーンとフォークの両方
りょうほう

の 

使
つか

い方
かた

ができる「先割
さ き わ

れスプーン」を 

使
つか

っていました。 

 

昭和
しょうわ

の 給 食
きゅうしょく

の主食
しゅしょく

といえば「パン」  

でした。ごはんが出
で

るようになったのは、 

昭和
しょうわ

５１年
ねん

頃
ごろ

からです。その頃
ころ

は、ごはん 

は週
しゅう

１回
かい

でした。 


